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オランダにおける日本食
―世界トレンドの普及―

代　
に　
は　
、　
ロ　
ス　
ア　
ン　
ジ　
ェ　
ル　
ス　
の　
チ　
ャ　
イ　
ナ　
・　
タ　

ウ　
ン　
の　
一　
部　
が　
「　
リ　
ト　
ル　
・　
ト　
ー　
キ　
ョ　
ー　
」　
と　
名　

づ　
け　
ら　
れ　
る　
ほ　
ど　
日　
本　
人　
移　
住　
者　
が　
多　
か　
っ　

た　
。　
銭　
湯　
か　
ら　
八　
百　
屋　
に　
い　
た　
る　
ま　
で　
、　
移　
民　

が　
日　
本　
的　
な　
生　
活　
を　
営　
む　
た　
め　
に　
必　
要　
と　
し　

た　
施　
設　
が　
整　
え　
ら　
れ　
、　
日　
本　
料　
理　
店　
の　
数　
は　
四　

十　
軒　
を　
超　
え　
て　
い　
た　
。　
こ　
の　
よ　
う　
な　
イ　
ン　
フ　
ラ　

ス　
ト　
ラ　
ク　
チ　
ャ　
ー　
は　
、　
ロ　
ス　
ア　
ン　
ジ　
ェ　
ル　
ス　
に　
限　

ら　
れ　
た　
こ　
と　
で　
な　
く　
、　
ス　
ケ　
ー　
ル　
や　
時　
期　
は　
や　

や　
異　
な　
る　
が　
、　
ブ　
ラ　
ジ　
ル　
や　
ハ　
ワ　
イ　
な　
ど　
日　
本　

人　
移　
住　
者　
が　
集　
ま　
っ　
た　
地　
域　
で　
同　
様　
に　
見　
ら　
れ　

る　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　

一　
九　
六　
〇　
年　
代　
ま　
で　
は　
、　
日　
本　
以　
外　
で　
食　
さ　

れ　
る　
日　
本　
食　
と　
い　
う　
の　
は　
、　
日　
系　
人　
の　
な　
か　
で　

の　
み　
消　
費　
さ　
れ　
る　
文　
化　
で　
あ　
っ　
た　
が　
、　一　
九　
七　
〇　

年　
代　
以　
降　
西　
海　
岸　
の　
ロ　
ス　
ア　
ン　
ジ　
ェ　
ル　
ス　
を　
中　
心　

に　
寿　
司　
が　
人　
気　
を　
博　
し　
、　
そ　
の　
ト　
レ　
ン　
ド　
が　
す　

ぐ　
さ　
ま　
東　
海　
岸　
や　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
へ　
と　
広　
が　
っ　
た　
。　

現　
在　
で　
は　
、　
カ　
リ　
フ　
ォ　
ル　
ニ　
ア　
巻　
の　
よ　
う　
な　
ア　

メ　
リ　
カ　
風　
の　
寿　
司　
が　
世　
界　
中　
で　
（　
日　
本　
に　
お　
い　

て　
も　
）　
有　
名　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　

寿　
司　
ブ　
ー　
ム　
が　
発　
生　
し　
た　
重　
要　
な　
要　
因　
の　
ひ　

と　
つ　
は　
、　
寿　
司　
の　
健　
康　
的　
だ　
と　
い　
う　
イ　
メ　
ー　
ジ　

だ　
っ　
た　
。　
一　
九　
七　
〇　
年　
代　
の　
ア　
メ　
リ　
カ　
と　
い　
う　

の　
は　
健　
康　
志　
向　
の　
時　
代　
で　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
に　
お　
け　

る　
肥　
満　
の　
問　
題　
も　
注　
目　
さ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
り　
、　

ア　
メ　
リ　
カ　
人　
の　
食　
生　
活　
を　
改　
善　
し　
よ　
う　
と　
い　
う　

動　
き　
が　
始　
ま　
っ　
た　
時　
期　
だ　
っ　
た　
。　
そ　
こ　
で　
、　
日　

本　
食　
が　
低　
脂　
肪　
で　
健　
康　
的　
な　
食　
物　
と　
し　
て　
、　
栄　

養　
学　
者　
や　
国　
民　
健　
康　
政　
策　
関　
係　
者　
に　
よ　
っ　
て　
薦　

め　
ら　
れ　
た　
。　
そ　
れ　
と　
同　
時　
に　
、　
当　
時　
高　
度　
経　
済　

成　
長　
期　
に　
あ　
っ　
た　
日　
本　
の　
電　
化　
製　
品　
、　
カ　
メ　
ラ　
、　

自　
動　
車　
な　
ど　
が　
ア　
メ　
リ　
カ　
で　
好　
評　
と　
な　
り　
、　
日　

本　
の　
食　
文　
化　
の　
イ　
メ　
ー　
ジ　
向　
上　
に　
も　
貢　
献　
し　
た　

の　
で　
あ　
る　
。　

ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
に　
お　
け　
る　
日　
本　
食　
の　
普　
及　
は　
、　

基　
本　
的　
に　
ア　
メ　
リ　
カ　
と　
同　
様　
の　
動　
機　
に　
基　
づ　
い　

て　
い　
た　
が　
、　
そ　
の　
普　
及　
を　
推　
進　
さ　
せ　
る　
大　
切　
な　
誘　

因　
が　
も　
う　
一　
つ　
あ　
っ　
た　
。　
そ　
れ　
は　
日　
本　
食　
ブ　
ー　

ム　
が　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
食　
ト　
レ　
ン　
ド　
で　
あ　
る　
と　
い　
う　

イ　
メ　
ー　
ジ　
で　
あ　
っ　
た　
。　
日　
本　
食　
が　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　

フ　
ァ　
ッ　
シ　
ョ　
ン　
で　
あ　
る　
と　
い　
う　
付　
加　
価　
値　
が　
ヨ　
ー　

ロ　
ッ　
パ　
に　
お　
け　
る　
日　
本　
料　
理　
の　
人　
気　
を　
高　
め　
た　

と　
考　
え　
ら　
れ　
る　
。　
例　
え　
ば　
、　一　
九　
九　
八　
年　
の　
調　

査　
に　
よ　
る　
と　
、　日　
本　
食　
経　
験　
者　
の　
多　
く　
が　
、　ア　
メ　

リ　
カ　
へ　
旅　
行　
に　
行　
っ　
た　
際　
に　
は　
じ　
め　
て　
日　
本　
食　

と　
出　
会　
っ　
た　
と　
い　
う　
。　
つ　
ま　
り　
、　
ア　
メ　
リ　
カ　
で　

日　
本　
料　
理　
が　
一　
般　
化　
し　
た　
こ　
と　
が　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　

人　
と　
日　
本　
食　
の　
出　
会　
い　
を　
も　
た　
ら　
し　
た　
の　
で　

あ　
る　
。　

オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
お　
け　
る　
日　
本　
食　
ブ　
ー　
ム　

日　
本　
と　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
が　
日　
蘭　
交　
流　
四　
百　
周　
年　

記　
念　
を　
祝　
っ　
た　
二　
〇　
〇　
〇　
年　
は　
、　
両　
国　
に　
と　
っ　

て　
特　
別　
な　
年　
で　
あ　
っ　
た　
。　
一　
六　
〇　
〇　
年　
四　
月　
一　

九　
日　
、　
豊　
後　
国　
（　
現　
在　
の　
大　
分　
県　
）　の　
臼　
杵　

う

す

き

湾　

に　「　
リ　
ー　
フ　
デ　
号　
」　
と　
い　
う　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
船　
が　
漂　
着　

し　
た　
こ　
と　
が　
、　
現　
在　
ま　
で　
続　
く　
日　
蘭　
関　
係　
の　
起　

こ　
り　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
。　
こ　
の　
よ　
う　
に　
長　
年　
日　
本　

の　
文　
化　
と　
つ　
な　
が　
り　
を　
も　
っ　
た　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
人　
で　

あ　
る　
が　
、　
食　
の　
面　
に　
お　
い　
て　
ほ　
と　
ん　
ど　
お　
互　
い　

を　
感　
化　
し　
な　
か　
っ　
た　
の　
は　
不　
思　
議　
で　
あ　
る　
。　
ポ　

ル　
ト　
ガ　
ル　
の　
食　
文　
化　
が　
日　
本　
料　
理　
に　
与　
え　
た　
影　

響　
は　
広　
く　
知　
ら　
れ　
て　
い　
る　
が　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
の　
イ　

ン　
パ　
ク　
ト　
は　
ほ　
と　
ん　
ど　
見　
ら　
れ　
な　
い　
。　
長　
年　
の　

交　
流　
に　
も　
関　
わ　
ら　
ず　
、　
日　
本　
の　
食　
文　
化　
も　
オ　
ラ　

ン　
ダ　
の　
方　
に　
は　
伝　
わ　
ら　
な　
か　
っ　
た　
。　
他　
の　
西　
洋　

の　
諸　
国　
と　
比　
べ　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
お　
け　
る　
日　
本　
食　

の　
普　
及　
が　
極　
め　
て　
遅　
か　
っ　
た　
こ　
と　
も　
事　
実　
で　
あ　

る　
。　
ア　
メ　
リ　
カ　
合　
衆　
国　
、　
イ　
ギ　
リ　
ス　
、　
フ　
ラ　
ン　
ス　

な　
ど　
の　
国　
々　
に　
お　
い　
て　
日　
本　
食　
ブ　
ー　
ム　
が　
一　
九　

七　
〇　
・　
一　
九　
八　
〇　
年　
代　
に　
す　
で　
に　
起　
こ　
っ　
て　
い　
た　

に　
も　
関　
わ　
ら　
ず　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　
本　
格　
的　
な　
日　

本　
料　
理　
の　
普　
及　
は　
一　
九　
九　
〇　
年　
代　
の　
後　
半　
に　

な　
っ　
て　
か　
ら　
で　
あ　
る　
（　
注　
１　
）　
。　

数　
年　
前　
ま　
で　
、　
ア　
ム　
ス　
テ　
ル　
ダ　
ム　
の　
日　
本　
料　

理　
店　
の　
利　
用　
者　
の　
過　
半　
数　
は　
日　
本　
人　
で　
あ　
り　
、　

日　
本　
料　
理　
は　
、　
一　
般　
に　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
人　
の　
間　
で　
は　

あ　
ま　
り　
知　
ら　
れ　
て　
い　
な　
い　
エ　
ス　
ニ　
ッ　
ク　
料　
理　（　
注　
２　
）　

の　
一　
つ　
の　
よ　
う　
に　
思　
わ　
れ　
て　
い　
た　
。　
今　
で　
は　
、　

ロ　
ス　
ア　
ン　
ジ　
ェ　
ル　
ス　
、　
ニ　
ュ　
ー　
ヨ　
ー　
ク　
、　
香　
港　
、　
ロ　

ン　
ド　
ン　
に　
続　
き　
、　
寿　
司　
ブ　
ー　
ム　
の　
真　
っ　
最　
中　
で　

あ　
る　
。　
寿　
司　
が　
ス　
ー　
パ　
ー　
や　
駅　
の　
ス　
タ　
ン　
ド　
で　

販　
売　
さ　
れ　
、　
大　
都　
市　
で　
は　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
で　

注　
文　
し　
て　
家　
ま　
で　
届　
け　
て　
く　
れ　
る　
寿　
司　
サ　
ー　

ビ　
ス　
も　
あ　
る　
。　
こ　
の　
ブ　
ー　
ム　
が　
発　
生　
し　
た　
の　
は　

こ　
こ　
一　
、　
二　
年　
の　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　

ア　
ム　
ス　
テ　
ル　
ダ　
ム　
で　
最　
初　
の　
日　
本　
料　
理　
店　
が　

で　
き　
た　
の　
は　
お　
よ　
そ　
三　
十　
年　
前　
の　
こ　
と　
で　
あ　

る　
。　
一　
九　
七　
〇　
年　
代　
前　
半　
は　
、　
ホ　
テ　
ル　
オ　
ー　
ク　

ラ　
が　
経　
営　
し　
て　
い　
る　
「　
や　
ま　
ざ　
と　
」　、　
そ　
し　
て　
、　

日　
本　
人　
の　
個　
人　
経　
営　
の　「　
と　
が　
」　と　「　
き　
よ　
」　の　
計　

西　
方　
へ　
ゆ　
く　
日　
本　
料　
理　

二　
十　
世　
紀　
は　
日　
本　
の　
食　
文　
化　
史　
に　
と　
っ　
て　
変　

化　
の　
激　
し　
い　
時　
代　
だ　
っ　
た　
。　
西　
洋　
か　
ら　
の　
影　
響　

を　
強　
く　
受　
け　
な　
が　
ら　
、　
日　
本　
の　
政　
治　
、　
経　
済　
、　

そ　
し　
て　
生　
活　
習　
慣　
に　
至　
る　
ま　
で　
、　
大　
き　
な　
変　
化　

を　
遂　
げ　
た　
の　
で　
あ　
る　
。　
衣　
食　
住　
の　
あ　
ら　
ゆ　
る　
面　

に　
お　
い　
て　
、　
西　
洋　
の　
も　
の　
が　
取　
り　
入　
れ　
ら　
れ　
、　

日　
本　
の　
食　
文　
化　
に　
と　
っ　
て　
洋　
風　
化　
の　
時　
代　
と　
な　

っ　
た　
。　
歴　
史　
的　
視　
点　
か　
ら　
見　
れ　
ば　
比　
較　
的　
に　
短　

期　
間　
で　
あ　
る　
百　
年　
間　
に　
、　
西　
洋　
の　
食　
文　
化　
が　
日　

本　
に　
与　
え　
た　
影　
響　
は　
、　
非　
常　
に　
大　
き　
い　
。　
こ　
れ　

は　
、　
奈　
良　
時　
代　
か　
ら　
何　
世　
紀　
に　
も　
わ　
た　
り　
続　
い　

た　
中　
国　
の　
食　
文　
化　
の　
影　
響　
に　
匹　
敵　
す　
る　
で　
あ　

ろ　
う　
。　

二　
十　
世　
紀　
の　
最　
も　
顕　
著　
な　
食　
の　
変　
化　
と　
し　

て　
、　
日　
本　
食　
の　
洋　
風　
化　
を　
あ　
げ　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　

る　
が　
、　
こ　
こ　
数　
十　
年　
、　
逆　
の　
プ　
ロ　
セ　
ス　
が　
始　
ま　

っ　
た　
こ　
と　
も　
指　
摘　
す　
べ　
き　
も　
の　
で　
あ　
る　
。　
つ　
ま　

り　
、　
西　
洋　
に　
お　
け　
る　
日　
本　
料　
理　
の　
普　
及　
と　
い　
う　

プ　
ロ　
セ　
ス　
で　
あ　
る　
。　
日　
本　
料　
理　
が　
西　
洋　
の　
食　
文　

化　
に　
影　
響　
を　
与　
え　
始　
め　
た　
の　
は　
、　
日　
本　
経　
済　
の　

海　
外　
進　
出　
が　
始　
ま　
っ　
た　
一　
九　
七　
〇　
年　
代　
で　
あ　
る　

が　
、　
明　
治　
時　
代　
以　
降　
多　
数　
の　
日　
本　
人　
が　
北　
・　
南　

米　
へ　
移　
住　
し　
た　
こ　
と　
も　
深　
く　
関　
わ　
っ　
て　
い　
る　
。　

日　
本　
食　
ブ　
ー　
ム　
が　
カ　
リ　
フ　
ォ　
ル　
ニ　
ア　
州　
で　
発　
生　

し　
た　
と　
い　
う　
こ　
と　
と　
、　
日　
本　
人　
移　
住　
者　
の　
外　
食　

施　
設　
が　
そ　
こ　
で　
繁　
栄　
し　
て　
い　
た　
こ　
と　
に　
は　
、　
つ　

な　
が　
り　
が　
あ　
る　
に　
違　
い　
な　
い　
。　

ア　
ジ　
ア　
以　
外　
で　
日　
本　
料　
理　
店　
が　
最　
初　
に　
オ　
ー　

プ　
ン　
し　
た　
の　
は　
一　
八　
八　
七　
年　
、　
サ　
ン　
フ　
ラ　
ン　
シ　
ス　

コ　
に　
お　
い　
て　
で　
あ　
る　
が　
、　
や　
が　
て　
ア　
メ　
リ　
カ　
合　
衆　

国　
の　
日　
本　
食　
文　
化　
の　
中　
心　
と　
な　
っ　
た　
の　
は　
ロ　
ス　

ア　
ン　
ジ　
ェ　
ル　
ス　
で　
あ　
る　
。　
す　
で　
に　
一　
九　
二　
〇　
年　
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三　
軒　
の　
み　
だ　
っ　
た　
。　「　
き　
よ　
」　は　
二　
、　
三　
年　
で　
閉　
店　

し　
た　
が　
、　「　
と　
が　
」　の　
ほ　
う　
は　
、　
新　
し　
い　
オ　
ー　
ナ　
ー　

の　
名　
前　
を　
も　
ら　
い　「　
与　
一　
」　
と　
な　
り　
、　
現　
在　
で　
も　

営　
業　
を　
続　
け　
て　
い　
る　
。　「　
や　
ま　
ざ　
と　
」　「　
と　
が　
」　

「　
き　
よ　
」　
の　
三　
軒　
が　
、　
一　
九　
七　
〇　
年　
代　
は　
じ　
め　
に　

開　
店　
し　
た　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
、　
日　
本　
の　
経　
済　
成　
長　

に　
伴　
い　
日　
本　
に　
対　
す　
る　
好　
奇　
心　
が　
高　
ま　
っ　
た　
こ　

と　
と　
、　
日　
本　
人　
の　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　
マ　
ン　
や　
駐　
在　
員　
が　

世　
界　
各　
国　
へ　
派　
遣　
さ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
と　
い　

う　
状　
況　
が　
、　
強　
く　
関　
係　
し　
て　
い　
る　
と　
思　
わ　
れ　

る　
。　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
お　
け　
る　
日　
本　
食　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　

の　
利　
用　
者　
の　
約　
八　
割　
は　
日　
本　
人　
で　
あ　
っ　
た　
が　
、　

そ　
の　
割　
合　
が　
少　
し　
ず　
つ　
変　
り　
は　
じ　
め　
た　
の　
は　
八　

〇　
年　
代　
後　
半　
か　
ら　
九　
〇　
年　
代　
に　
か　
け　
て　
の　
こ　
と　

で　
あ　
る　
。　
そ　
の　
頃　
か　
ら　
日　
本　
料　
理　
店　
の　
数　
も　
次　

第　
に　
増　
え　
て　
い　
っ　
た　
。　

「　
与　
一　
」　は　「　
や　
ま　
ざ　
と　
」　と　
並　
ん　
で　
最　
も　
歴　
史　

の　
古　
い　
店　
で　
あ　
る　
が　
、　
残　
念　
な　
こ　
と　
に　「　
与　
一　
」　の　

オ　
ー　
ナ　
ー　
で　
あ　
っ　
た　
原　
さ　
ん　
は　
、　
今　
年　
の　
二　
月　
十　

二　
日　
に　
こ　
の　
世　
を　
去　
っ　
た　
（　
注　
３　
）　
。　
伝　
統　
的　
な　
日　

本　
の　
雰　
囲　
気　
を　
お　
客　
さ　
ん　
に　
感　
じ　
て　
も　
ら　
え　
る　

よ　
う　
に　
、　
原　
さ　
ん　
は　
様　
々　
な　
工　
夫　
を　
し　
て　
い　
た　
。　

の　
れ　
ん　
や　
盆　
栽　
、　
赤　
ち　
ょ　
う　
ち　
ん　
、　
そ　
し　
て　
、　
原　

さ　
ん　
ご　
自　
身　
の　
着　
物　
姿　
は　
地　
元　
の　
人　
の　
間　
で　
大　

写真1 レストラン「与一」のオーナーであった故
原さん。2 0年間以上、毎晩着物姿でお
客さんに接し、古きよき日本のイメージを
体現された。



っ　
て　
い　
な　
い　
ビ　
ン　
セ　
ン　
ト　
さ　
ん　
で　
、　
こ　
の　
仕　
事　
を　
始　

め　
る　
前　
、　
ホ　
テ　
ル　
の　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
で　
数　
年　
間　
働　
き　
、　

そ　
の　
後　
、　
オ　
リ　
ー　
ブ　
オ　
イ　
ル　
な　
ど　
高　
級　
食　
品　
を　
シ　

ン　
ガ　
ポ　
ー　
ル　
へ　
輸　
出　
す　
る　
事　
業　
に　
携　
わ　
っ　
た　
。　
し　

か　
し　
、　
ア　
ジ　
ア　
で　
の　
不　
況　
が　
厳　
し　
か　
っ　
た　
た　
め　
、　
新　

し　
い　
仕　
事　
を　
探　
し　
て　
い　
た　
時　
に　
目　
を　
つ　
け　
た　
の　

が　
、　
シ　
ン　
ガ　
ポ　
ー　
ル　
に　
滞　
在　
し　
て　
い　
た　
際　
、　
シ　
ン　
ガ　

ポ　
ー　
ル　
人　
の　
間　
で　
人　
気　
と　
な　
っ　
て　
い　
た　
「　
寿　
司　
バ　

ー　
」　
だ　
っ　
た　
。　
ホ　
テ　
ル　
オ　
ー　
ク　
ラ　
で　
働　
い　
た　
こ　
と　
も　

あ　
っ　
た　
の　
で　
日　
本　
料　
理　
に　
つ　
い　
て　
も　
多　
少　
の　
知　
識　

が　
あ　
り　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
こ　
の　
よ　
う　
な　
寿　
司　
バ　
ー　
が　

な　
い　
こ　
と　
も　
分　
か　
っ　
て　
い　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　
ビ　
ン　
セ　
ン　

ト　
さ　
ん　
は　
、　
ラ　
ン　
チ　
に　
こ　
の　
お　
寿　
司　
を　
食　
べ　
さ　
せ　
る　

こ　
と　
を　
思　
い　
つ　
き　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　
日　
本　
料　
理　
の　

普　
及　
に　
一　
役　
買　
っ　
た　
。　
つ　
ま　
り　
、　
シ　
ン　
ガ　
ポ　
ー　
ル　

に　
お　
け　
る　
回　
転　
寿　
司　
ブ　
ー　
ム　
が　
き　
っ　
か　
け　
と　
な　
っ　

て　
、　
ア　
ム　
ス　
テ　
ル　
ダ　
ム　
に　
初　
め　
て　
回　
転　
寿　
司　
レ　
ス　
ト　

ラ　
ン　
が　
オ　
ー　
プ　
ン　
し　
た　
わ　
け　
で　
あ　
る　
。　

午　
後　
一　
時　
か　
ら　
三　
時　
ま　
で　
の　
あ　
い　
だ　
、　
ビ　
ン　
セ　

ン　
ト　
さ　
ん　
の　
小　
さ　
な　
店　
は　
人　
で　
混　
雑　
す　
る　
。　
注　
文　

せ　
ず　
に　
、　
自　
分　
で　
好　
き　
な　
お　
寿　
司　
を　
気　
楽　
に　
と　
る　

こ　
と　
が　
で　
き　
る　
と　
い　
う　
の　
は　
、　
回　
転　
寿　
司　
の　
大　
き　

な　
セ　
ー　
ル　
ス　
・　
ポ　
イ　
ン　
ト　
だ　
。　
ま　
た　
、　
お　
皿　
の　
色　
に　

よ　
っ　
て　
食　
べ　
た　
も　
の　
の　
値　
段　
が　
分　
か　
る　
と　
い　
う　
こ　

と　
も　
、　
お　
金　
の　
節　
約　
に　
熱　
心　
な　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
人　
に　
は　

大　
好　
評　
で　
あ　
る　
。　

こ　
こ　
で　
指　
摘　
し　
て　
お　
か　
な　
く　
て　
は　
な　
ら　
な　
い　
の　

は　
、　
お　
寿　
司　
と　
い　
う　
の　
は　
、　
や　
は　
り　
安　
い　
も　
の　
で　
は　

な　
い　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　
日　
本　
で　
は　
一　
皿　
最　
低　

百　
円　
か　
ら　
百　
五　
十　
円　
ま　
で　
と　
い　
う　
回　
転　
寿　
司　
が　

多　
い　
が　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
は　
最　
も　
値　
段　
が　
安　
い　
と　
こ　

ろ　
で　
も　
、　
少　
な　
く　
と　
も　
こ　
の　
二　
倍　
は　
す　
る　
。　
し　
た　

が　
っ　
て　
、　
回　
転　
寿　
司　
に　
行　
く　
お　
客　
さ　
ん　
の　
ほ　
と　
ん　

ど　
は　
、　
中　
流　
以　
上　
の　
裕　
福　
な　
人　
た　
ち　
に　
限　
ら　
れ　

る　
。　
三　
十　
代　
と　
四　
十　
代　
の　
サ　
ラ　
リ　
ー　
マ　
ン　
が　
利　
用　

者　
の　
過　
半　
数　
を　
占　
め　
て　
い　
る　
。　

ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
の　
回　
転　
寿　
司　
の　
雰　
囲　
気　
は　
、　
日　
本　

で　
の　
お　
店　
と　
は　
全　
く　
違　
う　
。　
上　
述　
し　
た　「　
与　
一　
」　

の　
よ　
う　
な　
日　
本　
料　
理　
店　
と　
比　
べ　
、　
寿　
司　
バ　
ー　
は　
伝　

統　
的　
な　
日　
本　
文　
化　
と　
は　
関　
係　
が　
薄　
く　
、　
日　
本　
料　

理　
を　
提　
供　
し　
て　
い　
る　
お　
店　
と　
い　
う　
よ　
り　
も　
、　
モ　
ダ　

ン　
な　
無　
国　
籍　
料　
理　
の　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
と　
い　
う　
イ　
メ　
ー　

ジ　
の　
方　
が　
強　
い　
。　
イ　
ン　
テ　
リ　
ア　
も　
、　
日　
本　
の　
の　
れ　
ん　

や　
赤　
ち　
ょ　
う　
ち　
ん　
な　
ど　
は　
な　
く　
、　
ど　
ち　
ら　
か　
と　
い　

え　
ば　
、　
ト　
レ　
ン　
デ　
ィ　
な　
バ　
ー　
を　
連　
想　
さ　
せ　
る　
と　
こ　
ろ　

で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
モ　
ダ　
ン　
な　
イ　
メ　
ー　
ジ　
は　
、　「　
ズ　
シ　
」　
と　

い　
う　
寿　
司　
バ　
ー　
が　
宣　
伝　
の　
た　
め　
に　
製　
作　
し　
た　
ポ　

ス　
タ　
ー　
を　
見　
る　
と　
よ　
く　
伝　
わ　
っ　
て　
く　
る　
（　
写　
真　
4
）　
。　

人　
気　
で　
あ　
っ　
た　（　
写　
真　
１　
）　。　

日　
本　
食　
ブ　
ー　
ム　
の　
こ　
こ　
一　
、　
二　
年　
、　
原　
さ　
ん　

が　
二　
十　
年　
以　
上　
表　
し　
て　
い　
た　
エ　
ス　
ニ　
ッ　
ク　
料　
理　

的　
な　
日　
本　
食　
と　
い　
う　
イ　
メ　
ー　
ジ　
は　
徐　
々　
に　
弱　
く　

な　
っ　
て　
い　
る　
。　
む　
し　
ろ　
、　
寿　
司　
を　
中　
心　
に　
、　
日　

本　
食　
が　
モ　
ダ　
ン　
な　
国　
際　
都　
市　
の　
シ　
ン　
ボ　
ル　
の　
一　

つ　
と　
な　
り　
、　
日　
本　
料　
理　
を　
食　
べ　
る　
こ　
と　
が　
最　
先　

端　
を　
い　
く　
と　
い　
う　
認　
識　
が　
生　
ま　
れ　
て　
い　
る　
よ　
う　

に　
思　
わ　
れ　
る　
。　
世　
界　
中　
に　
日　
本　
料　
理　
が　
徐　
々　
に　

普　
及　
し　
て　
い　
く　
う　
ち　
に　
、　
日　
本　
料　
理　
は　
洋　
風　
化　

さ　
れ　
、　
西　
洋　
人　
の　
間　
で　
愛　
用　
さ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　

る　
。　
と　
同　
時　
に　
、　
日　
本　
料　
理　
が　
普　
及　
す　
る　
と　
と　

も　
に　
西　
洋　
人　
の　
嗜　
好　
も　
和　
風　
の　
味　
に　
近　
づ　
い　
て　

い　
く　
と　
言　
え　
よ　
う　
。　

ス　
シ　
･  
バ　
ー　
と　
い　
う　
世　
界　
ト　
レ　
ン　
ド　

お　
寿　
司　
が　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
人　
の　
間　
で　
、　い　
ま　
最　
も　

流　
行　
し　
て　
い　
る　
食　
べ　
物　
の　
一　
つ　
で　
あ　
る　
こ　
と　
は　
否　

定　
で　
き　
な　
い　
。　
特　
に　
流　
行　
っ　
て　
い　
る　
の　
は　
、　
お　
寿　
司　

が　
目　
の　
前　
で　
ぐ　
る　
ぐ　
る　
回　
る　
回　
転　
寿　
司　
、　「　
寿　
司　

バ　
ー　
」　と　
呼　
ば　
れ　
る　
レ　
ス　
ト　
ラ　
ン　
で　
あ　
る　
。　
寿　
司　
バ　

ー　
が　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
で　
最　
初　
に　
流　
行　
し　
だ　
し　
た　
の　
は　

一　
九　
九　
〇　
年　
代　
前　
半　
の　
ロ　
ン　
ド　
ン　
で　
あ　
り　
、　
す　
ぐ　

に　
パ　
リ　
な　
ど　
欧　
州　
の　
大　
都　
市　
へ　
と　
広　
ま　
っ　
た　
。　
オ　

ラ　
ン　
ダ　
に　
お　
け　
る　
回　
転　
寿　
司　
ブ　
ー　
ム　
も　
少　
し　
遅　
れ　

て　
い　
る　
が　
、　
現　
在　
、　
三　
軒　
の　
回　
転　
寿　
司　
の　
お　
店　
が　

ア　
ム　
ス　
テ　
ル　
ダ　
ム　
で　
営　
業　
し　
て　
い　
る　
。　

一　
九　
九　
九　
年　
の　
夏　
に　
オ　
ー　
プ　
ン　
し　
た　「　
ス　
シ　
・　

タ　
イ　
ム　
」　と　
い　
う　
店　
は　
ア　
ム　
ス　
テ　
ル　
ダ　
ム　
で　
初　
め　
て　

開　
店　
し　
た　
寿　
司　
バ　
ー　
で　
あ　
る　
（　
写　
真　
２　
）　
。　「　
ス　
シ　
・　
タ　

イ　
ム　
」　は　
ア　
ム　
ス　
テ　
ル　
ダ　
ム　
市　
の　
南　
に　
あ　
る　
ワ　
ー　
ル　

ド　
・　
ト　
レ　
ー　
ド　
・　
セ　
ン　
タ　
ー　
と　
い　
う　
オ　
フ　
ィ　
ス　
街　
に　
あ　

り　
、　
食　
事　
の　
時　
間　
を　
あ　
ま　
り　
と　
れ　
な　
い　
ビ　
ジ　
ネ　
ス　

マ　
ン　
を　
対　
象　
に　
ラ　
ン　
チ　
を　
中　
心　
に　
営　
業　
し　
て　
い　
る　
。　

「　
ス　
シ　
・　
タ　
イ　
ム　
」　の　
支　
配　
人　
は　
、　
三　
十　
才　
に　
も　
な　

ド　
ナ　
ル　
ド　
な　
ど　
の　
フ　
ァ　
ー　
ス　
ト　
フ　
ー　
ド　
か　
ら　
ソ　

フ　
ト　
ド　
リ　
ン　
ク　
、　
ベ　
ー　
グ　
ル　
な　
ど　
、　
パ　
リ　
か　
ら　
モ　

ス　
ク　
ワ　
ま　
で　
、　
欧　
州　
の　
若　
者　
が　
ア　
メ　
リ　
カ　
か　
ら　

取　
り　
入　
れ　
ら　
れ　
た　
も　
の　
を　
食　
べ　
て　
い　
る　
。　
日　
本　

料　
理　
の　
流　
行　
も　
欧　
州　
文　
化　
の　
ア　
メ　
リ　
カ　
化　
と　
の　

繋　つな
が　
り　
が　
強　
い　
。　

日　
本　
に　
お　
け　
る　
洋　
食　
は　
、　
一　
九　
世　
紀　
末　
西　
洋　

文　
化　
の　
象　
徴　
と　
し　
て　
入　
り　
、　
時　
間　
と　
と　
も　
に　
和　

風　
化　
さ　
れ　
、　日　
本　
独　
自　
の　
も　
の　
と　
な　
っ　
た　
。　カ　
レ　

ー　
ラ　
イ　
ス　
、　
カ　
ツ　
丼　
、　
あ　
ん　
パ　
ン　
な　
ど　
の　
よ　
う　

に　
、　
日　
本　
的　
だ　
と　
思　
わ　
れ　
て　
い　
る　
食　
べ　
物　
は　
、　

も　
と　
も　
と　
西　
洋　
か　
ら　
輸　
入　
さ　
れ　
た　
料　
理　
を　
元　

に　
出　
来　
上　
が　
っ　
た　
も　
の　
だ　
と　
い　
う　
認　
識　
が　
ほ　
と　

ん　
ど　
な　
く　
な　
っ　
て　
き　
て　
い　
る　
。　
こ　
れ　
と　
同　
様　
に　
、　

現　
在　
、　
日　
本　
以　
外　
の　
国　
で　
、　
寿　
司　
が　
食　
生　
活　
の　

一　
部　
と　
な　
る　
過　
程　
に　
あ　
る　
と　
言　
え　
よ　
う　
。　
ロ　
ス　

ア　
ン　
ジ　
ェ　
ル　
ス　
、　
ロ　
ン　
ド　
ン　
、　
シ　
ン　
ガ　
ポ　
ー　
ル　
な　

ど　
で　
見　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
に　
、　
世　
界　
の　
大　
都　
市　
で　

は　
、　
国　
際　
都　
市　
の　
一　
つ　
の　
シ　
ン　
ボ　
ル　
と　
し　
て　
寿　

司　
が　
普　
及　
し　
て　
い　
く　
の　
だ　
が　
、　
そ　
の　
間　
、　
寿　
司　

が　
日　
本　
の　
食　
で　
あ　
る　
と　
い　
う　
認　
識　
が　
薄　
れ　
て　
い　

っ　
て　
い　
る　
。　
そ　
し　
て　
、　
日　
本　
の　
食　
と　
い　
う　
よ　
り　
も　

ア　
メ　
リ　
カ　
か　
ら　
出　
発　
し　
た　
世　
界　
ト　
レ　
ン　
ド　
食　
と　

し　
て　
広　
ま　
っ　
て　
い　
く　
の　
で　
あ　
る　
。　
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注　（　
１　
）　
本　
論　
文　
の　
基　
盤　
と　
な　
っ　
た　
フ　
ィ　
ー　
ル　
ド　
ワ　
ー　
ク　

は　
、　
ア　
サ　
ヒ　
ビ　
ー　
ル　
財　
団　
（　
平　
成　
九　
年　
度　
）　
お　

よ　
び　
文　
部　
省　
（　

号　
）　
に　
よ　
る　
助　

成　
を　
受　
け　
て　
い　
る　
。　

（　
２　
）　
こ　
こ　
で　
い　
う　
「　
エ　
ス　
ニ　
ッ　
ク　
料　
理　
」　
は　
、　
一　
般　
的　

に　
日　
本　
で　
通　
用　
し　
て　
い　
る　
「　
東　
南　
ア　
ジ　
ア　
の　
料　

理　
」　
で　
は　
な　
く　
、　「　
あ　
ら　
ゆ　
る　
民　
族　
の　
そ　
れ　
ぞ　

れ　
の　
料　
理　
」　
と　
い　
う　
意　
味　
で　
使　
っ　
て　
い　
る　
。　

（　
３　
）　
こ　
の　
場　
を　
借　
り　
て　
お　
悔　
や　
み　
申　
し　
上　
げ　
ま　
す　
。　

「　
ズ　
シ　
」　は　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
の　
寿　
司　
バ　
ー　
の　
な　
か　
で　
、　

最　
も　
し　
ゃ　
れ　
た　
と　
こ　
ろ　
で　
あ　
る　
。　
オ　
ー　
ナ　
ー　
が　

人　
気　
歌　
手　
の　
ラ　
イ　
オ　
ネ　
ル　
・　
リ　
ッ　
チ　
ー　
の　
マ　
ネ　
ー　

ジ　
ャ　
ー　
で　
、　
イ　
ギ　
リ　
ス　
人　
で　
あ　
る　
。　
お　
店　
自　
体　

も　
ロ　
ン　
ド　
ン　
の　
回　
転　
寿　
司　
店　
を　
手　
本　
に　
し　
て　
お　

り　
、　
バ　
ー　
の　
雰　
囲　
気　
を　
感　
じ　
さ　
せ　
る　
場　
所　
で　
あ　

る　
。　
こ　
こ　
で　
出　
さ　
れ　
る　
寿　
司　
は　
日　
本　
の　
食　
べ　
物　

で　
あ　
る　
と　
い　
う　
よ　
り　
も　
、　
ロ　
ン　
ド　
ン　
、　
パ　
リ　
、　
ニ　
ュ　

ー　
ヨ　
ー　
ク　
な　
ど　
世　
界　
中　
で　
好　
ま　
れ　
て　
い　
る　
ト　
レ　

ン　
デ　
ィ　
な　
料　
理　
と　
い　
う　
イ　
メ　
ー　
ジ　
で　
あ　
る　
。　

終　
わ　
り　
に　

オ　
ラ　
ン　
ダ　
に　
お　
け　
る　
日　
本　
料　
理　
の　
普　
及　
を　

考　
察　
し　
て　
み　
る　
と　
、　
そ　
れ　
を　
支　
え　
て　
い　
る　
も　

の　
は　
日　
本　
食　
ブ　
ー　
ム　
が　
始　
ま　
っ　
た　
ア　
メ　
リ　
カ　

合　
衆　
国　
と　
同　
様　
で　
あ　
る　
こ　
と　
が　
目　
に　
つ　
く　
。　

ま　
ず　
、　
日　
本　
経　
済　
の　
世　
界　
進　
出　
が　
オ　
ラ　
ン　
ダ　

人　
の　
間　
で　
日　
本　
の　
文　
化　
へ　
の　
好　
奇　
心　
を　
高　
め　
、　

そ　
し　
て　
日　
本　
料　
理　
の　
イ　
メ　
ー　
ジ　
を　
向　
上　
さ　
せ　

た　
。　
そ　
れ　
と　
同　
時　
に　
、　
日　
本　
料　
理　
が　
低　
コ　
レ　

ス　
テ　
ロ　
ー　
ル　
、　
低　
カ　
ロ　
リ　
ー　
で　
あ　
る　
こ　
と　
が　
、　

現　
在　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
非　
常　
に　
注　
目　
を　
集　
め　
て　
い　

る　
健　
康　
趣　
向　
に　
重　
な　
っ　
た　
。　
こ　
こ　
ま　
で　
は　
ア　
メ　

リ　
カ　
と　
同　
様　
で　
あ　
る　
が　
、　
オ　
ラ　
ン　
ダ　
で　
の　
日　

本　
食　
ブ　
ー　
ム　
が　
ア　
メ　
リ　
カ　
の　
よ　
う　
に　
日　
本　
人　

移　
住　
者　
の　
食　
文　
化　
か　
ら　
発　
生　
せ　
ず　
、　
す　
で　
に　

流　
行　
し　
て　
い　
る　
世　
界　
ト　
レ　
ン　
ド　
と　
し　
て　
オ　
ラ　
ン　

ダ　
に　
入　
っ　
た　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
注　
目　
に　
値　
す　
る　

点　
で　
あ　
る　
。　

第　
二　
次　
世　
界　
大　
戦　
以　
降　
、　
西　
欧　
は　
ア　
メ　
リ　

カ　
合　
衆　
国　
の　
影　
響　
を　
受　
け　
続　
け　
た　
。　
技　
術　
や　

経　
済　
面　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
文　
化　
の　
面　
に　
お　
い　
て　

も　
ヨ　
ー　
ロ　
ッ　
パ　
は　
こ　
こ　
数　
十　
年　
ア　
メ　
リ　
カ　
化　
が　

進　
ん　
で　
い　
る　
の　
で　
あ　
る　
。　
こ　
の　
現　
象　
は　
食　
文　

化　
に　
お　
い　
て　
特　
に　
著　
し　
く　
現　
れ　
て　
い　
る　
。　
マ　
ク　

写真2 「スシ･タイム」とそのオーナーの一人。写真3 好きなお寿司を気楽に選べるのが寿司バーの
魅力のひとつ。写真5 モダンなイメージの

寿司を楽しむ人々で
にぎわう「ズシ」

写真4 大流行している寿司バー「ズシ」の
ポスター（アムステルダム）。


